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Fig．8（b）　Variation　in　Radial　Velocity　of　Flow　with
　　　　Variable　Properties
　　　　（Radial　Orthogonal　Collocation　Method）
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Fig，8．（c）　Variation　in　Temperature　Profile　of　Flow
　　　　with　Variable　Properties
　　　　（Radial　Orthogonal　Collocation　Method）
14 層流下における熱・物質移動問題の数値解析
加し，一方，半径方向の分割数は，N－80，40，20と
減少させており，ξ＞1．0×1r3の範囲では，」ξ＝
1．0×10－3，N＝20と選んでいる．同図からわかるよ
うに，差分法と直交選点法の定量的な一致は極めて良
い．さらに，図9に，壁面熱流束を，φ＝20と増加さ
せたときの，流れ方向速度成分σ／σmの変化を示し
ている．このとき，気体の速度分布は，壁面近傍で温
度上昇による粘度の増加のため減速効果を受け，下流
に進むにつれて，速度分布の最大値をとる位置は，管
路中心から壁側に移動する．このような状況を，差分
法とともに解法1は，十分に表示しており，定量的な
一致も良好である．
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Fig．9　Variation　in　Axial　Velocity　of　Fluid　with
　　　Variable　Properties
　　　（Radial　Orthogonal　Collocation　Method）
5．結　　言
　物性値が一定および物性値変化を考慮した円管内単
相流（層流）の速度場と温度場を，解法1（半径方向
直交選点法），解法2（二重選点法），解法3（差分法），
の3種の方法により，数値解析した．直交選点法にお
いては，半径方向の速度分布yを，γ＝Olη＋62η3
＋・・…　　＋伽＋1η2肝1・と試行関数を選ぶことに
より，流れ方向速度分布の試行関数と同じ選点を用い
ることが可能になった．
（1）物性値が一定の場合の比較より，解法1による速
度分布は，内部選点数N＝11，流れ方向刻み」ξ＝
0．0005程度で，十分物理的に妥当な解を得た．
（2）解法2による流れ方向速度分布ひは，解法1と
同じ結果を得るが，半径方向速度分布γの入口部の
分布は，その特異性のために，一部不適切になる．
（3）熱伝達に関する解法2と解法3の比較において，
初期刻み∠ξ＝0．0001の区間を，半径方向の内部選点
数をN＝10，流れ方向のそれをM＝1と選ぶことに
より，両方の解法のヌセルト数は，良好な一致を得た．
（4）変物性の管内流を数値解析することにより，差分
解法の結果と比較して，内部選点数1＞＝20，初期刻
み．」ξ＝0．0001とした解法1の直交選点法の結果は，
良好に一致しており，壁面熱心束をφ＝20とした鞍型
の速度分布を十分予測できる．
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